
公認内部監査人(CIA)
Part III／第2回











効率性

事後評価や、進捗度で判断





















有効性と効率性

有効性・・・ 仕事が完了しているか

どうか

効率性・・・ 資源が浪費しているか

どうか

(資源の適切な利用)







TQC 

生産にFocus                                                    

① 現場主導(ボトムアップ)                     

② コストカット

TQM 

生産と製品にFocus                                            

① 経営主導(トップダウン) 

② 顧客満足を高める

Key Point













Key Point:
バランスト・スコアカードの一番の利点
→ 財務・非財務情報による評価指標
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④

⑤

①

②

③

Key Point



マズローの欲求階層説

①

②

③

④

⑤

衣・食・住

安全な食べ物、安全な住まいなど

他人に受け入れられたい(家族・仲間・職場)

評価されたい、認められたい

自分の夢・目標

Key Point： 部下の昇進や成長を意識して、

業務を割り振るのは欲求階層説のどれにあたる

か？











マクレガーのX理論とY理論

X理論・・・

Y理論・・・

組織の管理者は部下をどのように考えるか

細かく指示、チェックする

自主性に任せる







Key Point: 外因性の要因を改善し、内因性
の要因を重視する



ハーズバーグの動機付け・衛生理論

仕事における感情を、満足と不満に分けた
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遅刻をしない 遅刻をする

① 報酬、表彰

②④長時間歩く

③ 減給、降格



スキナーの強化理論

従業員はどうすれば、管理者が望む行動を取っ

てくれるのか









個人的な価値観

金銭や周囲の
評価

ストックオプション



















Job Enlargement(拡大):
同じ職能の範囲内で、やれる仕事を増やす

Job Enrichment(充実): 責任や権限を増やす







Key Point







仕事集団





ワークショップ、サークル





















集団・メンバーの業績、満足は
どのように決定付けられるか



職場インフラ



集団メンバーの資質や能力























共通した脅威

集団行動モデル

集団の結束を高める要因



















集団とチームの違い

集団

・ 長期的に目的・目標を達成する集まり

チーム

・ 短期集中的に目的・目標を達成する集まり

・ より小さいチームが推奨される











































４つの視点の目標

バランスト・スコアカード

④ 株主価値の向上

③ 顧客にとっての付加価値の創造

② 業務プロセスを効率化する事

① 従業員満足度を高める事



Key Point

MC 2-1-4



Key Point

MC 3-10-7



シラバス・ドメインとアビタステキストの対応関係 Part3

IIAシラバス アビタステキスト

ドメインⅠ(35%)

ドメインⅡ(25%)

ドメインⅢ(20%)

ドメインⅣ(20%)

Chap 1-6

Chap 10

Chap 7-9

Chap 11-13



講義スケジュール
CIA Part 3 学習範囲(予定)

第1回 2023/2/14(火) Chapt1 戦略,  Chapt2 業績測定方法 

第2回 2023/2/16(木)
Chapt3 組織行動、Chapt4 リーダーシップ、
Chapt5 組織構造とビジネスプロセス

第3回 2023/2/21(火)
Chapt6 データ分析、Chapt7 アプリケーション及び
システムソフトウェア

第4回 2023/2/24(金)
Chapt8 ITインフラ、Chapt9 ITコントロールフレームワーク、
災害復旧

第5回 2023/2/27(月)
Chapt9 ITコントロールフレームワーク、災害復旧　Chapt10
情報セキュリティ

第6回 2023/3/2(木) Chapt11 財務会計 Chapt12 ファイナンス

第7回 2023/3/7(火) Chapt12 ファイナンス　Chapt13 管理会計



Key Point

A: 財務、顧客、業務

B:  財務、顧客、学習と成長

C:  顧客、業務、学習と成長

BSCとして追加されたものの組み合わせは？



本日の論点

Chapter 2

◎ 2, 4

◆ 業績測定方法

◆ モチベーション理論

◆ 集団とチーム

Chapter 3

◎ 9, 10 

△ 6



Key Point

モチベーションの基本プロセスに含むものや含ま

れないものを選択する問題



Key Point

MC 3-14-8

チームマネジメントに有効な手段に関する

問題



フィッシュボーンダイアグラム

Key Point



講師： 伊藤 勝幸
株式会社 GALA代表

米国公認会計士(U.S.CPA)・公認内部監査人(CIA)

東洋大学非常勤講師

You Tube：GALAちゃんねる運営

大学卒業後、米国シアトルの印刷物製造業に勤務。
日本に帰国後、PwCあらた有限責任監査法人にて、金融機関に対する会計監査、
自己資本比率規制監査、IFRSコンバージェンスアドバイザリー業務等を行う。

㈱アビタスの講座では、USCPA講座、CIA講座、IFRS講座を担当。
金融翻訳者育成塾「養知塾」では英文会計入門、IFRS財務会計基礎を担当。
東洋大学では、英語でInternational Accountingの講義を行う。
その他、総合商社、大手エネルギー会社、陸運会社などで多くの企業研修も実施している。

事業会社のコンサルティングも行っている。
136



Key Point

A: 目標の共有

B:  支えあう環境

職員間で信頼、協力が生まれるのはどのような状

況か？
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